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1.  平成22年3月期第1四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第1四半期 802 △46.8 △34 ― 45 △86.3 43 △75.3
21年3月期第1四半期 1,509 ― 319 ― 330 ― 175 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第1四半期 28.24 ―
21年3月期第1四半期 114.31 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第1四半期 6,188 5,584 90.2 3,629.67
21年3月期 6,265 5,649 90.2 3,671.43

（参考） 自己資本   22年3月期第1四半期  5,584百万円 21年3月期  5,649百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 70.00 70.00
22年3月期 ―
22年3月期 

（予想）
0.00 ― 15.00 15.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

1,689 △43.8 △50 ― 26 △96.3 8 △97.8 5.71

通期 3,600 △31.5 117 △88.4 200 △81.0 115 △80.7 75.06
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料発表日現在における仮
定を前提としております。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第1四半期 1,563,000株 21年3月期  1,563,000株
② 期末自己株式数 22年3月期第1四半期  24,301株 21年3月期  24,301株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第1四半期 1,538,699株 21年3月期第1四半期 1,538,718株
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 当第１四半期連結会計期間における我が国経済は、昨年末から急激な在庫調整が進展したことにより需給関係に

好転がみられたほか、中国経済の底入れ、エコカー減税やエコポイント付与等の経済対策の実施により回復への期

待が高まりましたが、設備や雇用の過剰感は依然として強く、機械受注も減少が続くなど厳しい状況が継続いたし

ました。当社製品の主需要先におきましても、一部電子部品関連では中国向けの仕事が増加し、自動車関連におい

てもハイブリッドカーが人気となりましたが、いずれも全体に占める効果は限定的であり、本格回復には時間がか

かると思われます。 

 このような経営環境の下、当社グループでは、独自の３枚刃形状によりビビリの少ない高能率加工を可能とした

３枚刃ボールエンドミル「MSBH345」「MSB345」及び高硬度用ラジアスエンドミル「MHDH445R」「MHDH645R」を発

売したほか、スプリング・セールを積極的に展開し、市場全体の需要が縮小するなか拡販に努めるとともに、コス

トの削減に注力いたしました。 

 これらの結果、当第１四半期連結会計期間における売上高は802百万円（前年同期比46.8％減）となりました。

利益面におきましては、役員報酬及び管理職給与の引き下げ、一時帰休の実施等によりコストの削減を図りました

が、加工センター開設に向けた費用の計上やセール実施に伴う販売促進費の増加もあり、営業利益は34百万円の赤

字（前年同期は319百万円の黒字）となりました。また経常利益は、保険解約等による営業外収益の計上により45

百万円（前年同期比86.3％減）、四半期純利益は43百万円（同75.3％減）となりました。  

 なお、当連結グループは切削工具の専門メーカーとして、同一セグメントに属する超硬エンドミルの製造・販売

を行っており、当該事業以外に事業の種類はありません。 

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比べ76百万円減少し6,188百万円となりま

した。これは主にたな卸資産の減少によるものであります。また、純資産は64百万円減少し5,584百万円となりま

した。これは主に利益剰余金の減少によるものであります。 

   

平成22年３月期の業績予想につきましては、平成21年５月13日に公表いたしました業績予想に変更はございませ

ん。  

  

該当事項はありません。  

  

 １．簡便な会計処理 

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認め

られるため、前連結会計年度末の貸倒実績率を使用して貸倒見積高を算定しております。 

② たな卸資産の評価方法 

当第１四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、前連結会計年度末の実

地たな卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

③ 固定資産の減価償却費の算定方法   

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算出する方法

によっております。 

２．四半期連結財務諸表の作成に特有な会計処理  

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。 

  

該当事項はありません。 

  

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更



５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,529,675 1,634,463

受取手形及び売掛金 520,532 519,983

商品及び製品 555,695 698,212

仕掛品 81,739 52,845

原材料及び貯蔵品 229,050 236,651

繰延税金資産 63,621 65,998

その他 50,074 36,663

貸倒引当金 △1,060 △1,200

流動資産合計 3,029,330 3,243,618

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,064,432 752,205

機械装置及び運搬具（純額） 1,321,407 1,283,811

土地 346,394 346,394

建設仮勘定 13,249 235,166

その他（純額） 100,021 110,630

有形固定資産合計 2,845,504 2,728,208

無形固定資産 10,441 11,396

投資その他の資産   

投資有価証券 42,642 22,642

長期預金 100,000 100,000

繰延税金資産 89,056 89,056

その他 73,766 75,852

貸倒引当金 △1,947 △5,738

投資その他の資産合計 303,517 281,811

固定資産合計 3,159,463 3,021,417

資産合計 6,188,793 6,265,036



（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 57,318 51,958

未払法人税等 34,191 86,979

賞与引当金 7,197 35,600

役員賞与引当金 － 26,500

その他 278,813 118,180

流動負債合計 377,519 319,219

固定負債   

退職給付引当金 32,299 30,109

役員退職慰労引当金 182,618 254,031

負ののれん 11,380 12,447

固定負債合計 226,298 296,588

負債合計 603,818 615,807

純資産の部   

株主資本   

資本金 442,900 442,900

資本剰余金 405,800 405,800

利益剰余金 4,829,020 4,893,273

自己株式 △92,744 △92,744

株主資本合計 5,584,975 5,649,228

純資産合計 5,584,975 5,649,228

負債純資産合計 6,188,793 6,265,036



（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

売上高 1,509,428 802,469

売上原価 760,184 483,414

売上総利益 749,243 319,055

販売費及び一般管理費 430,133 353,534

営業利益又は営業損失（△） 319,109 △34,478

営業外収益   

受取利息 420 168

受取配当金 7,249 10,159

負ののれん償却額 1,066 1,066

保険解約返戻金 － 63,635

その他 2,246 4,574

営業外収益合計 10,984 79,605

営業外費用   

その他 87 －

営業外費用合計 87 －

経常利益 330,006 45,126

特別利益   

固定資産売却益 53 －

貸倒引当金戻入額 220 1,229

役員退職慰労引当金戻入額 － 43,977

特別利益合計 273 45,206

特別損失   

固定資産除却損 28 6,094

特別損失合計 28 6,094

税金等調整前四半期純利益 330,252 84,239

法人税等 154,355 40,783

四半期純利益 175,897 43,455



該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

   

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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